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株式会社アルビオン　　　　　　　　　

中規模事業所におけるＷＬＢ推進と、事業所内保育所を活用した待機児童削減プロジェクト

多
様
な
社
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て

社
員
の
意
識
を
高
め
る

基
盤
づ
く
り
か
ら

社
員
意
識
調
査
で
意
識
づ
け

自
社
に
適
し
た
在
宅
勤
務
の
推
進

目標

主な取組内容 効果
●従業員の働き方への効果

一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る
環
境
の
整
備
を

1 ワークライフバランス意識調査による認知度　
80%以上

2 所定外労働時間
平成22年6月末比10%縮減

3 在宅勤務の仕組設計と導入
利用実績5名以上

4 障害者雇用率
2.0%

5 登録型再雇用制度の創設と登録者数
20名

6 他事業所内保育所との相互利用制度設計と実施
2社以上

7 育児休業取得後の復職率
90%以上

8 当モデル実施結果に基づいた待機児童課題の提言作成

9 社内サポーター育成
計50名以上

10 ボランティア参加従業員
累計100名

●業務の見直し事業

▲
▲

働き方に関する意識調査の実施

社員誰もがすぐにアクセスできるような社内業務情報の整理

●労働時間縮減事業

▲
▲

管理職、一般職を対象としたＷＬＢセミナーの実施

社内メンター（長時間労働に関する相談・助言ができる社内人員）の育成

●子育て等両立支援事業

▲

複数事業所内保育所間での相互利用制度の設計・実施

平成22年9月1日～平成25年3月31日

◎従業員にワークライフバランス意識が定着することで、社員の生活の質の向上と、障害者を含む多様な働き
　方を希望する者又は必要な者が、就労を継続できる環境整備を実現する。
◎既設の事業所内保育所を利用しやすくすることで、自社従業員のみならず地域の待機児童削減に貢献する。

選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

京
モ
デ
ル
事
業
﹂
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
多
様
な
社
員

が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
三
年
間

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
﹁
当
社
は
働
き
や
す
く
定
着
率
も
非
常
に
高
い
の
で

す
が
、
社
内
の
慣
習
に
助
け
ら
れ
て
い
る
面
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
中
途
採
用
の
方
や
、
文

化
や
風
習
の
異
な
る
外
国
人
の
方
等
、
多
様
な
社
員

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
働
き
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
社
員
も
増

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
多
様
な
社
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
さ
せ
る
べ
く
制
度
づ
く
り

な
ど
の
検
討
を
始
め
た
頃
に
、
﹃
東
京
モ
デ
ル
事

業
﹄
を
知
り
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。﹂

と
総
務
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
主
任
の
小
池
愛
美
氏
は

語
る
。

　

ど
ん
な
施
策
を
展
開
し
て
も
、
社
員
の
意
識
が
高

く
な
け
れ
ば
効
果
は
現
れ
な
い
。
﹁
成
功
の
秘
訣
は

社
内
の
意
識
づ
く
り
に
あ
る
﹂
と
、
初
年
度
は
ま
ず

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶
や
多
様
な
働

き
方
に
関
し
て
社
内
の
理
解
を
促
進
す
る
基
盤
づ
く

り
に
力
を
注
い
だ
。
二
年
目
と
な
る
今
年
は
、
在
宅

勤
務
制
度
導
入
、
保
育
所
相
互
利
用
、
障
害
者
雇
用

推
進
等
、
取
組
分
野
ご
と
に
五
つ
の
チ
ー
ム
を
作
っ

て
組
織
体
制
を
強
化
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
る
。

　

社
員
に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
意
識
さ
せ
る
契
機
づ
く
り
も
兼

ね
て
、
今
年
八
～
九
月
に
働
き
方
に
関
す
る
意
識
調

査
を
行
っ
た
。
従
来
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
任
意

の
意
識
調
査
を
し
て
い
た
が
、
今
回
は
都
内
の
本
社

全
社
員
約
四
百
人
を
対
象
に
紙
ベ
ー
ス
で
実
施
。
ま

　

　

ス
キ
ン
ケ
ア
を
創
業
の
原
点
と
す
る
高
級
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
の
ア
ル
ビ
オ
ン
。
多
く
の
女
性
が
毎
日
利

用
す
る
製
品
を
提
供
す
る
会
社
と
し
て
、
女
性
の
幸

せ
を
願
う
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
女
性
が
い
き
い
き

と
働
き
続
け
、
か
つ
望
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
を
築
け
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
同
社
が
、﹁
東

た
、
同
時
に
心
身
の
健
康
状
態
を
正
し
く
把
握
し
て
も

ら
お
う
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
調
査
も
合
わ
せ
て
行
っ

た
。
全
て
回
答
す
る
に
は
一
時
間
程
か
か
っ
た
が
、
回

答
率
は
九
十
九
％
と
非
常
に
高
か
っ
た
。﹁
外
部
機
関
を

用
い
て
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
も
、
回
答
し
や
す
か
っ

た
一
因
の
よ
う
で
す
。
﹂
と
小
池
氏
。

　

調
査
票
の
封
筒
や
結
果
を
郵
送
す
る
書
面
に
は
、
調

査
結
果
だ
け
で
な
く
Ｗ
Ｌ
Ｂ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

を
印
刷
し
、
社
員
の
理
解
を
促
す
よ
う
工
夫
し
た
と
い

う
。
調
査
の
結
果
、
全
設
問
で
七
割
以
上
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に

好
意
的
で
あ
っ
た
。﹁
こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い
う
言
葉
を

あ
ま
り
前
面
に
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

の
調
査
は
、
ま
ず
本
人
が
自
ら
の
働
き
方
を
見
直
す
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
会
社
と
し
て
の
課
題

や
傾
向
を
集
計
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
会
社

と
し
て
今
後
ど
う
い
っ
た
施
策
が
必
要
な
の
か
と
い
う

方
向
性
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。﹂
と
人
事
部
労
務

グ
ル
ー
プ
の
北
川
裕
之
氏
は
語
る
。

　　
﹁
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
在
宅
で
働
け
る
環
境
が
整

え
ば
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
事
情
を
抱
え
た
社
員
に
と

っ
て
は
、
プ
ラ
ス
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
方
、
会
社
と
し
て
も
戦
力
ダ
ウ
ン
を
回
避
で

き
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
﹂
と
、
在
宅

勤
務
の
導
入
に
つ
い
て
、
総
務
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
長

の
小
田
部
慎
一
氏
は
語
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
オ
フ
ィ
ス
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
る
事
態
を
再
認

識
し
た
こ
と
も
、
導
入
の
一
因
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
社
で
は
各
店
舗
の
売
り
場
に
勤

務
す
る
美
容
部
員
等
が
多
く
、
本
社
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
な
い
。
事
務
部
門
が
比
較
的
小
規
模
な
状

況
の
中
で
は
、
い
わ
ゆ
る
大
規
模
事
業
所
向
け
の
シ
ン

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
想
定
し
て
い
た
よ
り
費
用

対
効
果
が
低
か
っ
た
。﹁
い
か
に
コ
ス
ト
を
か
け
ず
効
果

的
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、
シ

ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
機
能
を
有
し
な
が
ら
ス
モ

ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
き
る
仕
組
を
採
用
し
ま
し
た
。
﹂
と

担
当
し
た
シ
ス
テ
ム
部
の
宮
本
邦
廣
氏
は
語
る
。

　

十
～
十
一
月
に
、
育
児
中
等
の
在
宅
勤
務
ニ
ー
ズ
の

高
い
社
員
五
名
程
を
対
象
に
週
一
～
二
日
の
テ
ス
ト
導

入
を
開
始
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
の
本
格
導
入

を
目
指
す
。

　

同
社
で
は
、
本
社
の
あ
る
銀
座
地
区
に
、
近
隣
地
域

の
契
約
企
業
と
共
同
利
用
可
能
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型

の
事
業
所
内
保
育
所
﹁K

u
u
k

id
s

﹂
を
開
園
し
て
い

る
。
利
用
者
か
ら
は
非
常
に
好
評
だ
が
、
児
童
数
の
安

定
的
確
保
や
、
子
ど
も
を
連
れ
て
の
通
勤
の
困
難
さ
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
他
の
企
業
で
も
児
童
数

が
定
員
に
満
た
な
い
事
業
所
内
保
育
所
は
多
い
。
そ
こ

で
、
同
社
で
は
数
社
と
相
互
利
用
の
検
討
を
進
め
て
き

た
。﹁
百
貨
店
に
勤
め
る
方
は
、
土
日
も
開
園
す
る
当
社

の
保
育
所
の
ほ
う
が
利
用
し
や
す
い
一
方
、
逆
に
当
社

の
社
員
が
少
し
で
も
通
勤
が
楽
に
な
る
駅
近
く
の
他
社

保
育
所
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
﹂

と
小
池
氏
。

　

後列左から情報システム部システム企画グループ 宮本 邦廣さん、管理本部人事部長 遠藤 寛さん、人事部労務グループ 北川 裕之さん、
総務部CSRグループ 島 直史さん、総務部CSRグループ長 小田部 慎一さん、人事部福利厚生グループ 内山 淳さん、
人事部福利厚生グループ長 石川 善治さん、前列左から人事部福利厚生グループ 高垣 たまきさん、人事部人事グループ長 喜多 孝司さん、
人事部福利厚生グループ 高木 智子さん、総務部CSRグループ主任 小池 愛美さん、管理本部総務部長 大石 浩二さん、
総務部CSRグループ 牟田 千鶴子さん

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

時間意識の向上

管理職と従業員の間で業務効率向上についての

検討をしやすい環境の創出

社内サポーターからの「声かけ」により

働き続けることができる安心感の創出

チームワークの向上と仕事のクオリティ向上

社員一人ひとりの生活の質の向上

●会社の業績等への効果

所定外労働時間縮減

育児休業期間満了に伴う離職率低下

復職直前での育児休業期間延長申請件数の低下

（予定期間での復職）

障害者雇用率の向上

優秀な人材の確保

●多様な働き方実現事業

▲

在宅勤務制度の設計、導入

障害者等、多様な従業員の就業継続を支援する社内サポーターの育成

▲

事
業
所
内
保
育
所
の

相
互
利
用
に
向
け
て

実施予定期間

プロジェクト名

実 施 目 的

●社会貢献事業

▲

社員のボランティア活動参加促進

▲

ファミリーデーの開催（東京しごとの日事業）

事業所内保育所「Kuukids」

　

﹁
東
京
モ
デ
ル
﹂
選
出
後
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
弊
社
ア
ル
ビ
オ
ン
は
多
く
の

女
性
が
毎
日
利
用
す
る
化
粧
品
を
製
造
・

販
売
す
る
会
社
と
し
て
、
女
性
が
働
き
続

け
、
か
つ
望
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
作
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
昨
今
は
女
性
だ
け

で
な
く
、
工
場
、
店
頭
販
売
、
営
業
、
研

究
、
事
務
職
な
ど
、
多
様
な
職
種
や
、
日

本
語
を
言
語
と
し
な
い
方
、
障
害
を
も
つ

方
な
ど
多
様
な
背
景
の
従
業
員
が
い
る
な

か
で
、
﹁
よ
り
柔
軟
な
働
き
や
す
さ
﹂
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
企
業
活
動
を

継
続
す
る
に
あ
た
り
企
業
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

考
え
は
今
も
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
全
社

員
が
多
様
な
働
き
方
に
対
し
て
の
理
解
を

促
進
す
る
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
こ
の

一
年
の
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、
社
内
理

解
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
良
い
基
礎
が
出
来
て
い
れ
ば
、
強

固
な
建
物
が
で
き
る
は
ず
。
今
後
一
年
間

で
目
に
見
え
る
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

経
営
者
の
声

代表取締役社長

さん小林 章一
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株式会社アルビオン

企業概要

株式会社アルビオン
営業管理部 美容人事グループ

中村 正人さん

　小学2年の娘と小学3年の息子がいます。フ

ァミリーデーを開催すると知り、会社とはど

ういうところで、父親は会社でどんな仕事を

しているのか、知ってほしいと思い声をかけ

たところ、「夏休みの自由研究にもなる。」と

家族で話し合い参加することになりました。

　紙の顔型に化粧するというプログラムがあ

りましたが、それが一番楽しかったようで

す。妻からは「お店で化粧品が販売されてい

る現場を見て、化粧品売場での販売の流れが

よく分かったみたい。」と聞きました。ま

た、社長や外国人役員と名刺交換をしたこと

も、新鮮で印象に残ったと楽しそうに話して

くれました。1日参加してみて、会社とはど

ういうところか、ある程度理解できたようで

す。私も楽しそうな子供の姿を見ることがで

き、全体の雰囲気も楽しめました。もしまた

開催されるなら、自社工場で化粧品を製造す

る現場を見学し体験できるような内容があれ

ば、「働く」ということの大変さを少しでも

感じることが出来るのではと思っています。

　土日や祝日は、娘と息子が入っている少年

ソフトボールチームのコーチをしており、ず

っと一緒に過ごしています。子どもをサポー

トしたいという思いから始めたのですが、コ

ミュニケーションもスキンシップもよく図れ

ています。人事部門は特に2月〜4月頃に業務

が集中し、締切もあり忙しい時期もあります

が、ワークライフバランスを図り毎日充実し

て過ごしています。今後は、仕事と家庭の枠

を超えて、社会にも貢献していきたいと考え

ています。

　会社が参加を勧めてくれたボランティア活

動に参加しました。私の部署からは、８名が

4回に分けて屋上緑化活動に参加しました。9

月末に近隣施設の屋上庭園の雑草取りを１時

間程したのですが、天気が良くて非常に気持

ちよかったですね。

　システムを企画する仕事は外出機会が少な

く、１日中ビルの中にいますから、机を離

れ、晴れ渡る屋上から銀座の景色を一望した

時は、「こういう景色もあるのか。」と視点

が変わって感動しました。また、リフレッシ

ュになって、翌日の仕事へのモチベーション

も高まりました。

　若干ではありますが、社会貢献ができたの

も有意義だったと思います。それまで、こう

した活動は町内会の掃除活動ぐらいでした

が、今後、本社のある銀座でも住んでいる地

域でも、力になれることがあればお役に立ち

たいと思っています。

　また、「ファミリーデー」に小学３年の長

男が参加しました。職場を訪問し、私のいる

システム部に来た時は、「お父さんがいる所

だ。」と自ら飛び込んで真っ先に名刺交換を

していましたし、「友だちができて楽しかっ

た。」と喜んでいました。その後、父親を見

る目が少し変わったように思います。

　プロジェクトに取り組むことで、自分自身

も働きやすくなりますし、その結果地域に貢

献もできると感謝しています。今後も有意義

な施策を企画してもらえることを期待してい

ます。

　当社は、社員が働きやすいよう、様々な環

境を整備してくれています。保育所は非常に

設備が整っていますし、都会の中でも子ども

たちに様々な体験をさせています。これから

結婚や出産を考えている身としては、安心し

て子どもを預けて働ける環境があることを、

大変心強く感じています。「ファミリーデー

」の際には、事業所見学の付き添い係として

協力しましたが、子どもはもちろん、社員も

楽しんでいたのが印象的でした。

　また、意識調査では、自分の健康や生活を

改めて考えるよいきっかけになりましたし、

社員が職場をどう感じているか知り、今後の

改善に活かせると、人事部としても期待して

います。

社員の声

株式会社アルビオン
情報システム部 システム企画グループ

小林 徹さん

株式会社アルビオン
人事部 労務グループ

黒羽 真初さん（右）

名 称

代 表 者

設 立

所 在 地

従 業 員 数

事 業 内 容

U R L

　

し
か
し
、
少
子
化
対
策
と
し
て
保
育
施
設
の
整
備

が
進
む
と
と
も
に
、
三
月
の
震
災
後
、
相
互
利
用
の

検
討
を
進
め
て
い
た
相
手
企
業
の
事
情
も
変
わ
り
、

話
は
い
っ
た
ん
保
留
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
都
内
に

事
業
所
内
保
育
所
を
持
つ
企
業
十
数
社
に
、
運
営
上

の
課
題
や
相
互
利
用
に
つ
い
て
の
関
心
等
の
調
査
を

新
た
に
行
っ
た
。
ど
の
企
業
も
、
子
ど
も
を
連
れ
て

の
通
勤
の
難
し
さ
や
利
用
者
数
が
少
な
い
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
た
が
、
社
内
に
他
社
の
社
員
が
入
る

こ
と
に
つ
い
て
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
等
も
あ

り
、
ま
ず
は
自
社
内
で
の
利
用
を
促
進
し
た
い
と
の

意
向
だ
っ
た
。

　
﹁
引
き
続
き
、
相
互
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企

業
様
を
探
し
つ
つ
、
保
育
事
業
者
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
、
同
じ
保
育
事
業
者
の
中
で
相
互

利
用
を
進
め
る
等
、
新
た
な
施
策
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
ま
す
。
﹂
と
担
当
の
総
務
部
C
S
R
グ
ル
ー
プ

の
牟
田
千
鶴
子
氏
。

　　　　

同
社
は
、
障
害
を
持
つ
方
の
雇
用
を
進
め
る
取
組

も
始
め
て
い
る
。
昨
年
は
同
社
の
障
害
者
雇
用
率
は

法
定
雇
用
率
の
一
・
八
％
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
現

在
で
は
全
国
で
一
・
九
%
を
達
成
。
三
月
に
は
二
・

〇
％
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因

が
、
埼
玉
県
の
工
場
敷
地
内
に
あ
る
﹃
熊
谷
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
﹄
の
開
設
だ
。
今
年
七
月
に
立
ち

上
げ
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
を
中
心
に
雇
用
し
て
い

る
。

　

全
社
各
部
署
に
セ
ン
タ
ー
で
行
う
仕
事
の
切
り
出

し
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
返
品
商
品
の
確
認
処
理
、

取
引
店
の
店
頭
や
街
頭
で
お
客
様
に
お
渡
し
す
る
サ

ン
プ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
作
り
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
で
配
布

す
る
資
料
セ
ッ
ト
の
作
成
、
工
場
で
使
う
パ
ッ
キ
ン

作
り
や
施
設
の
清
掃
と
い
っ
た
仕
事
が
集
ま
っ
た
。

﹁
作
業
を
楽
し
く
進
め
ら
れ
る
工
夫
を
し
た
り
、
頑

張
っ
た
人
に
セ
ン
タ
ー
長
が
表
彰
状
を
渡
し
た
り
、

全
国
の
支
店
や
業
務
を
依
頼
し
た
部
署
か
ら
の
感
謝

の
声
を
伝
え
る
な
ど
、
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

障
害
を
持
つ
方
も
、
単
に
作
業
を
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
自
分
が
会
社
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
実
感

で
き
、
活
き
活
き
と
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
﹂
と
人
事
部
人
事
グ
ル
ー
プ
長
の
喜
多
孝
司
氏

は
言
う
。

　

﹁
社
内
か
ら
も
、
﹃
大
変
だ
っ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ

作
業
の
仕
事
を
分
担
し
て
も
ら
え
て
助
か
る
。
﹄
と

感
謝
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
の

方
は
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
の
で
、
社
内
の
情
報
を
整
理
し
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
上
に
分
か
り
や
す
く
掲
載
す
る
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
中
途
入
社
や
異
動
者
の
方
に
も
役

立
ち
ま
す
ね
。
﹂
と
人
事
部
人
事
グ
ル
ー
プ
の
伊
藤

江
評
氏
。

　

同
社
で
は
今
年
障
害
者
の
新
卒
採
用
も
行
い
、
二

名
の
聴
覚
障
害
者
に
内
定
を
出
し
た
。
﹁
こ
れ
を
機

に
、
各
部
署
が
自
ら
の
業
務
を
見
直
し
、
ど
ん
な
仕

事
な
ら
切
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
残
念
な
が
ら
辞
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
受
入
準
備
を
進
め
る
中
で
、
今

ま
で
、
会
社
の
中
で
、
﹃
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。
﹄

と
目
を
向
け
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
当
に
そ

の
ま
ま
で
良
い
の
か
、
皆
で
考
え
る
と
い
う
無
形
の

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
新
卒
障

害
者
の
採
用
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
﹂

と
喜
多
氏
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
社
員
の
社
会
貢

献
活
動
へ
の
参
加
も
推
進
し
て
い
る
。
参
加
の
対
象

と
な
る
活
動
は
、
中
央
区
の
公
園
の
緑
化
活
動
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の

手
が
け
る
緑
化
活
動
、
外
部
団
体
か
ら
の
依
頼
講

義
、
震
災
支
援
活
動
等
。
﹁
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹂
と
は
、
銀
座
ビ
ル
の
屋
上
で
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
い
、
銀
座
の
街
路
樹
や
ビ
ル
屋
上
の
緑
、
皇
居
等

の
花
か
ら
採
取
し
た
蜜
を
、
銀
座
で
地
産
池
消
す
る

と
い
う
も
の
。
三
～
五
人
が
一
チ
ー
ム
と
な
り
、
春

は
昼
、
夏
場
は
夕
方
に
、
近
く
の
ビ
ル
の
屋
上
で
苗

植
え
や
雑
草
取
り
等
の
緑
化
活
動
や
採
蜜
活
動
支
援

を
行
う
。
﹁
こ
れ
ま
で
は
主
に
食
品
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
十
一
月
に
こ
の
ハ
チ
ミ
ツ
を
利

用
し
た
化
粧
品
の
販
売
を
開
始
し
、
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
﹂
と
小
池
氏
。

　

活
動
は
、
業
務
の
一
環
と
し
て
の
参
加
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
具
も
揃
え
ら
れ
て
い
る
た
め

気
軽
に
参
加
で
き
、
半
年
間
で
延
べ
百
人
以
上
も
の

社
員
が
参
加
し
た
。
社
員
か
ら
は
﹁
い
い
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
な
っ
た
。
﹂
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

﹁
社
会
貢
献
が
重
要
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
実
際

に
取
り
組
む
と
な
る
と
方
法
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
ね
。
長
い
休
み
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
会
社
が
こ
う
し
た
活
動
を
紹
介

し
、
実
際
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
﹃
こ
ん
な
に
身
近

な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
も
あ
る
。
﹄
と
認
識
で
き
た
点
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
へ
も
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。﹂

と
人
事
部
長
の
遠
藤
寛
氏
。

　

様
々
な
施
策
に
加
え
、
今
年
初
め
て
﹁
フ
ァ
ミ
リ

ー
デ
ー
﹂
を
実
施
。
本
社
を
訪
問
し
て
社
長
は
じ
め

幹
部
と
名
刺
交
換
を
行
い
、
洗
顔
や
ス
キ
ン
ケ
ア
の

講
座
、
保
育
所
の
園
児
た
ち
と
の
交
流
も
体
験
。

﹁
男
性
社
員
も
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
そ

う
で
、
普
段
、
職
場
で
は
見
ら
れ
な
い
顔
も
垣
間
見

ら
れ
ま
し
た
。
﹂
と
小
池
氏
。

　

様
々
な
施
策
や
社
内
広
報
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
一
年
間
下
地
作
り

を
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
義
が
徐
々
に
社
内
に
根
付
い
て
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
足
当
時
、
社
員
は
ど
こ
か
他
人
事
で
眺
め
て

い
た
の
が
、
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
社

員
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
く
れ
る
社
員
が

増
え
、
徐
々
に
﹁
自
分
の
事
﹂
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
。
﹁
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
る
と
、
ど
の
施
策
も

自
分
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
つ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に

行
動
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
。
﹂

と
人
事
部
福
利
厚
生
グ
ル
ー
プ
長
の
石
川
善
治
氏
。

　
﹁
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
、
社
員
が

意
識
し
出
し
た
の
は
こ
こ
一
～
二
年
く
ら
い
の
こ
と

で
し
ょ
う
。
残
業
を
規
制
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に
仕
事
と
生
活
の

本
当
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
け
る
よ
う
、
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。﹂︵
遠
藤

氏
︶

障
害
の
あ
る
方
も

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

「
他
人
事
」か
ら「
自
分
の
事
」へ

社
員
の
社
会
貢
献
活
動
を
支
援

株式会社アルビオン

代表取締役社長　小林 章一

昭和31年3月2日

東京都中央区銀座 1-7-10

2,900人

化粧品の製造・販売

http ://www.a lb ion .co . jp/

　「ファミリーデー」の受付を手伝いました

が、緊張の面持ちで会社に来たお子さんたち

が、いろいろな催しを楽しんでくれていて、

とても嬉しく思いました。今年で入社6年目

になりますが、近年特に、会社が働きやすい

環境づくりや社会貢献等を熱心に進めている

のを感じています。社内報等で、業界を超え

てＷＬＢやＣＳＲの推進に取り組んでいるの

を見ると、社員として「素晴らしい」と思う

と同時に、社会的な責任も感じています。農

作業用に着替えた社員が、本社のある銀座か

ら屋上緑化に向かう姿もよく見かけます。こ

うした取組や他の新しい取組等に、今後も積

極的に参加したいと思っています。

株式会社アルビオン
人事部 労務グループ

岡崎 万里子さん（左）

初めての『ファミリーデー」を実施

「銀座ミツバチプロジェクト」へ
  巣箱を寄付


